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は　じ　め　に

方言生活語彙には、比l倫発想によって造言吾された多くの要素が認められる。それらが地

域社会に生きてきた人々の比喩心fl11の旺盛なi舌動の所産であることは、改めて指摘するま

でもなかろう。

この、地域社会における造語に働く比喩発想の問題は、早くから研究者の汀汀「「るとこ

ろとなり、すでに、かなり多くの成果が蓄損されている。－11しい時期に屈するものとしては、

榛原与一一の『日本人の造語法－－地方語・上亡問語－J（1961）がii三日され、近年に属

する成班としては、愛宕八郎肘隆の「方言研究の心理で邦勺見地－造語・遺文の比喩発想

の視∴I．tから－」（1985）が持立されよう。

いずれも、ソノ言の造語に見られる比喩心理の機構を究明した優れた成果であるが、しか

し、問題とされる点が全く存しないわけではない。筆者の見るところ、両者に共通して指

摘される田題ノ∴tとして、次の三．亡．tが挙げられる。第一一・∴tは、資料が各地の方言からアトラ

ンダムに抽出されているため、ぷ用勺側面からの分析に客枇性を欠くことである。第二一畑土、

第一点と同様のIll！由によって、比喩の意味的カテゴリー（見立てのカテゴリー）と個別の

地域社会にわける生活王尉境、生業などによって規定される文化的背景との関係が不透明を

ことである。第三点は、これが11左も大き引出題∴l．tであるが、比喩発想が語彙によって碓定

された認識lU二ソ声のすべてのカテゴリーにひとしなみに間かれていることを前提として、研

究を行っていることである。碓かに、比喩は、一般r畑二はすべての世界に向かって開かれて

いると‡‡うことができるであろう。しかし、方言語彙に見られる比喩発想による造語の出

現状況は、意味分野によってぎーきなりを見せるだけでなく、意味分野の内部においても分布

の累なりが認められるのである。また、たとえるものの意味的カテゴリーの種紺や最的構

造も、意味分野工よって累なりを見せる。このことは、比喩による新しい想像的な象徴能

1Jの働きやすい意味分即とそうでない意味分打とがあり、また、たとえられるものの基本

的意味特性と比喩による認知能力ならびに表現との問には、ある輔の制約関係が存したこ

とを思わせる。

したがって、方言語彙に見られる比喩発想による造語の構造的特徴を客観的に解明する

ためには、まず、特定方㌫社会の特定意味分野を対象とする微視的な研究を行う必要があ

ると考えられる。そこで、以下には、山口リ，～防府市野島方話にわける性向語彙という一意

昧分野を対象として、そこに昼られる比喩発想によって造言吾された語群の構造的特徴を明

らかにし、併せて、性向語彙の基本的意味特性と比喩による想像的認知との関係について

も、いささか考察を加1えてみることにする。
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ー　野島の地理的・社会的環境と調査の概要

野島方言の性向語彙における比喩について見てみるまえに、野島の地理的・社会的環境

と調査の概要を、簡単に説明しておく。

1．野島の地理的・社会的環境

野島は、防府市から東南の方向へ約15km離れた海上に佗抗する一．島一集落からなる離

島である。一般に、野島と称される地域には、野島・平島・沖の鳥の三島が存するが、野

島を除く他の二鳥は無人畠である。野島の主な産業は漁業で、小型底引網漁を中心とする

瀬戸内海ifi購漁業の典型的なものであるが、経営規膜は小さく、家族労働を主体とした零

細漁業である。しかし、以前は集団をなして愛媛県佐口1岬の沖合まで出かけ、帆拙こよる

かなり大規損な網漁を行っていたという。農業は、自家用のⅣ某を栽培している程度であ

って、米作はほとんど行われていない。人口は、昭和30年の1050人をピークに年々

減少の一途をたどり、現在では400人（男子176人、女子224人）、169）了となっ

ている。㍍民は、野良の北側の入江にある野鳥漁港の周囲の［根られた平地に、きわめて高

密度に居住している。また、以前から防府市との交易関係が盛んで、漁獲した魚は防府市

の魚市場へ出荷し、買い物も防府市へ出かけることが多いという。

2．調査の概要

調査都は、浜田実佐子と筆者の2名である。浜田は、昭和58年8円から59年81‘ほ

での実質11日間、老・中・i－「少の各年層の男女計15名について調査を行い、筆相は、

昭和61年8月に3日間かけて中年層の男女各2名について、i兵Ⅲの調査結果の碓認・補

充調査を行った。調充方法は、浜田は「島根県剤控紺11金城町今田方言手の性向語彙」（広鳥

人学方言研究会会報」第26・与∴1981）の分冊本系を参照して独「＝こ調査簿を作成し、

それによって主に矧1那甘査を行い、634語（連語、憤用句を含む）の性向語彙を採録し

た。筆者は、それらの語彙について、主として使用頻度と語源意識を確認し、併せて、「広

島県方言の性向語彙資料」（内海文化研究紀要」第15才1、1987）の基礎資料を用い

て質問調査を行い、新たに22語を補充した。

二　野島方言の性向語彙における比喩の生成
l

Ⅳ畠方言の性向語彙における比喩について、まず、注口されることは、以下に示す例に

ょっても知られるように、たとえるもの（喩材）の取りたてかたに認められる特異性であ

る。これを、仮に、“見立ての持則JI三”（あるいは‘‘類附I勺認知の特典性”）と呼ぶことにす

ると、この“見立ての特異性’’は、筆者の規1ほでの調査による限り、三Jj該方言にしか認

めることができないという“方処性の特異性’’にそのまま重なる。

A．海の動物にたとえたもの

a．魚………①ノットクノトーゴロイワシ （②下－ゴロ了ワシ、③トーゴローとも言

う。トーゴロイワシは鱗が多くて煮ても焼いても食えない、副食物としては全く役

に立たない魚である。そこから、全く役に立たない怠け者に見立てた）、④ダイチョ

ーノキ盲（ダイナョーは磯辺にいる小さを魚で、肝も小さい。そこから、小心抑こ

見立てた）、⑤アオチャンギリ（アオチャンギリは釣りをしていても銅だけとってな
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かなか針にかからをい。そこから、意地悪くがつがつ食べる人に見立てた）

b．Iト……・⑥センジマ耳ザエ（センジマサザエは口が大きいわりに中身が小さい。

そこから、Hは達者だが中身の伴わない人に見立てた）

C．空想上の動物………⑦エンコ一六ダ（河童の肌はぬるぬるしていて、何でもする

っと落ちてしまう。そこから、お金が身につかない人に見立てた）

B．海の現象にたとえたもの

a．潮………（動力タシオナキ（ハ‾潮泣き、片潮は6時間。長く泣き続ける子供をカタ

シオに見立てた強意的比喩）

C．人名・屋号にたとえたもの

a．人名………⑨チュ一二7二（チュー下二とも言う。忠蔵か？菅、この畠にいたひ

どい怠け者の名を、怠け者を意味する普通名詞に転用した）、⑬盲テ貢ジー（骨六之

丈という大変きれいすきな人がいた。その人の名を、必要以上にきれいずきな人を

意味する普通名詞に転用した）、⑪モンコーラー（菅、モンコーという自分のことは

しないでも他人の世話をしていた人の名を、世話ずきを意味する普通名詞に転用し

た）、⑫キラ‾六‾二サー（許、キンペーといういつも汚くしていた人がいた。その人の

名を、汚くしている人を意味する普通名詞に転用した）、⑬耳へー（菅、佐兵衛とい

う冗談をよく言う人がいた。その人の名を、冗談言いを意味する一汗通名詞に転用し

た）、⑭首モー（許、与茂兵衛といういつもぶつぶつ不平ばかり言っていた人がいた。

その人の名を、不平言いを意味する普通名詞に転用した）

b．特定のJil一号………⑮り貢ヤ（骨、いつも汚くしていた臼屋という屋号の家があっ

た。その屋号を、汚くしている人を：な昧する普通名詞に転用した）

D，社会1汀侶二たとえたもの

a∴本土の人間のもの言い………⑮ロクブナイー（佳日言い、本土の人間はよく陰口

や悪日を言うところから、陰「ト悪口を言う人にたとえた）、⑰ロテグチオユー（陸口

を言う、同上）

これらの比喩は、いずれも成立時期を確定することはできないが、一応、野鳥集落の人

々が独「】に製作したものと考えてよいであろう。

さて、これらの比喩に関して、先に、“見立ての：持ぎ引受”を指摘したが、それは、語数の

多いA、Cについて言うと、Aがいずれもあまり名の知られていない海の動物であり、C

がいずれもかつてこの鳥に実在した人の名や屋号であるという事実である。このような特

典を比喩が、当該方言社会において生成された現出1は、比較的容易に推察することができ

る。Aに関しては、三11該方言社会が以前から睨由二至るまで典型的な漁業社会として存立

してきたという点に、その理由を求めることができるであろう。野．島集落が、胱出に存す

る集落であっても、農業社会であったならば、仮に、「トーゴロイワシ」「アオチャンギリ」

「ダイナョー」などの魚名を知っていたとしても、その形状や習性を精確に認知すること

は閃雉だったと考えられる。ましてや、これらの魚の形状や習性の特徴を、相互の類似性

に基づいて人間の性向に転写し、新たを視点から表現することなど、ほとんど不可能であ

ったろう。成日の大半が魚に楕通している漁業社会であったから、このような創造的な象

徴能力を獲得することができ、それがいちはやく社会の共右認識となって、今日まで継承
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されてきたと考えられるのである。Bの「カタシオナキ」も、同相であろう。ここに、造

語に働く比喩心理の漁業社会独自の均質性を認めることができる。

一方、Cに属する比喩は、一畠一集落という閉鎌的で求心的な社会に形成されるきわめ

て濃密な人間関係のネットワークがその生成要田であることは、ほとんど説明を要しない

であろう。そして、野島集落の閉相性を、本土社会への対立意識として顕花化させたもの

が、Dの見立てにはかならない。

比喩は、原理的には、どのような対象が他のどのような対象に関連づけられるかに関す

る制約は存在しないと言うことができるであろう。しかし、野良方言の性向語彙に認めら

れる比喩には、当該集落の社会構造の特性がIm勘こ反映しており、その意味で一寸臼の社会

的制約が認められるとしなければならない。しかも、このことは、鳥≠相星向日市における

漁業従事者が、「オキニシ」（北西風、急に強く吹き出して海を荒らすことから、急に怒り

出す短気者に見立てた）、「ドチザメ」（動きが鈍くいつも藻の小二隠れているところから、

なかなか仕事をしようとしか、怠け者に見立てた）のような比喩を用いることからも分か

るように、ひとり野鳥方言だけに認められる特殊な甘夫ではないのであるG

三　野島方言の性向語彙における比喩の造語法

っいで、当該方言の性向語彙における比喩について、造語法の観点から検討することに

ょって、その特徴傾向を明らかにすることとする。比喩発想によって造語された要素は、

語詞形成と意味の二つの側面から見るとき、大きく、A！転成法とB・後合音去とに分別さ

れる。

A．転友法

まず、転成法について見てみることにする。転成法は、

1．数詞から転成を見たグループ

2．意味の転成を見たグループ

の二狛二㌍埋できるように思われる。言うまでもなく、性向語彙における比喩は、すべて

共通の属性の認知によって、その語本来の基本的意義桝投（小枝概念）が消ほされること

によって性向語彙の要斜二なっているわけだから、すべての要素に．音味の蜘集が認められ

るとしなければならない。ただ、数詞から蜘丈を見たグループに属する要岩を見ると、数

詞そのものには意味の転成が認められず、しかもその数詞がある桐畑勺なものから外れ

る一．∴tに、性向との共通の屈性が認知されることになるわけで、2のグループよりも抽象度

（間接性）の高い比喩となる。したがって、このグループを特立することにする。

1．数詞から転成を見たプルーフ

このグループには、次の12語が認められる（〔〕両は性［鉦語彙の意＝川引名）。

①セTTテ（千に三つしか本当のことがない）囲つき〕、②ハチモン七ン（八文鈍、少し足

。ない人）出庇者十③ニマイジタ（二枚舌）〔どちらにでもつく人〕、④コア丁吉丁貢ヨ

ミ（－ノ咋暦）、⑤マンネンジビキ　用咋字州〔HL、見識の広い人〕、⑥サンバチタrト

（三八太郎、何もかも身につけていて引㌍よくやる人）〔仕・Jほ一丁潤よくやる人〕、⑦サ

ンジュースライ（三十払い、後出fけをしない人）〔後出j－けの悪い人〕、⑧アニーゴン

チ（十五日、この日に小潮から大津＝二変わるので、潮の流れが速くなり11満の差が大き
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くなるところから、気分が急に変わる人にたとえた）、（り二フンフダ（二分札、全く役に

立たない馬鹿捌、⑳三フン（⑨の省略形）、⑪サンプンフグ（三分札、全く役に立たない

馬鹿者、⑨よりむ程度が小）〔以上、馬鹿者〕、⑫ログラ‾＝‾二ォ　三二（六十を言う、年

寄りじみた生意気なことを言う）〔生意気な人〕

このうち、①（診③（り（9⑦は、いずれも発想上、基準的なものが意識されており、それに

外れるところにおかしさ②、畏敬（り（9、侮蔑（D③（Dの心理が働くことになる。特に、（Bは

千と三という数の大きな差を対比することによって、強意的比喩となっている．点が注目さ

れる。これらに対して、（参は「ジューゴンチ」そのものが基準となっており、漁業社会な

らではの比喩発想である点が注意をひく。さらに、（砂はもともと「下男」の比喩であり、

（豆朗）は「下級の椚姉」の比喩であって、いずれも比喩の転換を見せるものである。この

ように、「数詞から転成を見たグループ」には、発想、生成を異にする三つのタイプの比喩

が認められるわけで、その内実はi失して埴純ではない。

2．意味の転成を見たグループ

Ⅳ畠方言の性向語蓑には、比喩発想によって造語された要窮が162語（比喩的慣用句

を含む）認められ、性向語彙全体の24．6％強を占める。比喩発想を生起させるのは、たと

えるものとたとえられるものとの間に存する共通の末・＿利生の発見であるが、比喩が成立する

ためには、たとえるものの小枝概念がたとえられるものの中柁概念へ転写されなければな

らない。語彙に認められる比喩は、このようなプロセスの慣習化を通して意味の転成を見

たものである。

そこで野鳥方言の性向語彙にわける比喩が、全体としてどのような意味の転成を見せ

ているかを明らかにするため、一々の比喩の基本的：音義特徴（中枝概念）を碓定し、それ

によって、意味的カテゴリーの体系と享l亡的構造を帰納することとする。そのためには、分

析の対象を、小枝概念を単一一の意味的カテゴリーに分属することが可能な要素に限定する

必要がある。したがって、以下の分析においては、Jit純語、派生語、比喩的憤用句を対象

とし、餃合語は除くこととする。接合語の場合は、たとえば、「コシカケオンボー」を例に

とると、後部形態素の「オンポー」によって中根概念を「職業」と規定することはできな

い。なぜなら、前部形態素の「コシカケ」の小枝概念である「身体動作」と結合すること

によって、「膵かけたままで倒にうとしない怠け者」という性向に転写されることになるか

らである。したがって、袖合言吾の場合は、埠－・の意味的カテゴリーに分属することができ

ないことになる。なお、人名・見方は固有名詞なので、単純語に含めて処埋することとす

る。

A．人間（54語）

こ1．人名………①チューワニ、②キ丁百二‾サー、③盲す才ジー、④モンコーラ一、⑤

耳へ一、⑥盲モー、⑦ト百三百ゼン（巴御前、月券ち気な女性）、⑧サラ‾㌻手（更級、

同前）〔以上、気の強い人〕、⑨ト市（常磐御前、気分の変わりやすい女性）〔むら

気な人〕

t）．屋圭一………ウスヤ

C．職業・身分……・‥①アナ古ンサー、②天ンシ（弁士）、③ベンゼツカ（弁舌家）〔以

上、l活＿l二手な人〕、④ツ盲‾耳（司、人格者）〔人柄の良い人〕、
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釈言い）〔理屈っぽい人〕、⑥サ丁子了（佃、⑦ラシ（武士）〔以上、頑間者〕、⑧亨

了－キャク（侠客）、⑨キョーキャクモ7（侠客者）、⑲キョーキヤク六ダ（侠刑几）

〔以上、親分肌の人〕、⑪ハ青首（博士）、⑫ガ‾デ三六二（学者）〔I＿L見識の広い人〕、

⑬ホ了‾「二（食べ物に卑しい人）、⑲ア首京イトー（同前、⑬よりも程蝮が大）机上、

食いしん坊〕

d．異人………（Dトージン（庸人）、（97カトージン （同前、（Dよりも程度が大）〔以上、

馬鹿者〕

。．動作・行貫き………①ニギリ（掘り、けち）〔けちを人〕、②ナ寺子（泣き手、不平ば

かり言う人）〔不平言い〕、③ホ了亨与（よく泣く子）、④アカホイキナ（l甘前、③よ

りも程度が大）〔以上、泣き虫〕、⑤イキスギ盲7（出しゃばりすぎる人）、⑥イキス

ギ盲丁（同前）〔以上、出しゃばり〕、⑦カテデモ（川蔓ばかりする人）、⑧カ了テル

（自慢する）〔以上、自慢する人〕、④テガ　サ六ヶチョル（仕事を引際よくこなす）・

⑬ヌす享有ステガ　ティ（過不足なく何でもできる）似l二、仕叫を手際よくこなす〕、

（抄クチガ　サエル ロが冴える）⑳ベンガ　タツ（弁が立つ）〔以上、口の達者な人〕、

⑬キ喜一　ヤア（肝を焼く）〔世話すきな人〕、⑩ホ了ガイ　ラク（法螺Hを吹く、

大袈裟に言う）、⑮フ盲㌻吉オ　ヒ盲テ肯（風呂敷を広げる、大袈裟に言う）、⑬オー

ラロシキオ　ヒ石下元（同前、⑮よりも程度が大）、⑰オーバテォ　三二（大鉢を言

う、大袈裟に言う）〔以上、誇大家〕

r．態度………①アす言ガ　タ首イ（鮒爪い）〔舶繕った人〕、②コ㌻万　寸言す二

（腰が重い）〔仕業をしない人〕

g．精神・感覚・知識…‥・…①ハ盲ガ　ステ丁子丁ル（月如酬っっている）、②キ盲ガ

フ丁イ（肝が太い）、③ドーギ盲ガ　フTイ（同前、②よりも程度が大）〔以上、度

胸のよい人〕、④キ吉ガ　ヨラー（肝が弱し、）、⑤キモッタマガ　ヨティ（肝っ玉が弱

い）、⑥シントガ　ヨラー（心臓が柚、）〔以上、気の鮎、人〕・⑦首丁ドリガ　ワ

ルイ（蜘保りが悪い）〔仕事の要領の悪い人〕、⑧力百万　ヒ盲イ傍鉦が広い）悦ぶ菜

のある人〕

B．＝然（19語）

a．rl然現象………①ヒ罰‾（目礼気分の変わりやすい人）、②ヒヨリモン（「L－】軋

③テ一両（天気屋、気分の変わりやすい人）、④4了丁前（同前）、⑤オテ丁青首

7（同前）〔以上、むら気な人〕

b．動物

（a）海の動物

ァ．黒い……‥①丁－ゴロ了ワシ、②千一ゴロー、③アンコー（般鮭は日を間けたま

ま銅がひとりでに入って来るのを待っているので、働こうとしない人にたとえた）

〔以上、怠け者〕、（りアオチャンギリ 〔食いしん坊〕、⑤イ百一サク（「イヨー」は

「イオ」の査証形）〔小心な人〕

ィ．fト……・⑥ホ亨ガイ（法螺貝）〔誇大家〕

（b）睦の動物

ァ．猷………⑦カ首了（猫）〔嘘つき〕
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ィ．鳥………⑧Tピ（鳶、人を騙したり誤魔化したりするような人）〔油断のならな

い人〕、⑨耳イドリ（鳥の嘲り、よくしゃべる人）、⑲古ト一斉イドリ（同前、⑨よ

りも程度が大）〔以上、おしゃべりな人〕

C．脚勿………①シラ（渋柿）撫愛想な人〕、②イ万（毯栗）、③イ育サー（同前）〔短

気な人〕

d．鉱物……・＝①イ㌻（石）〔頑固者〕

C．事物（16語）

a．製品………①キ首イ（機械のように休まずに働く人、少年層だけが使う）〔働き

者〕、②ヒ了－キ（飛行機、仕事をするのが特別早い人、少年層だけが使う）〔仕事の

リい人〕③夕了京二（大砲上④パすず丁（爆弾）〔以上、誇大家〕、⑤テレビ（討F層

以下が使う）〔評判言い〕、⑥ク下盲（傷があって使いものにならない品物、性根の

悪い人）、⑦ヒテテドロ（同前、⑥よりも程度が大）、⑧すトーク下盲（同前、⑧よりも

程度が大）〔目上、性根悪・意地悪〕

b．道三ト…・‥①フ石‾㌻貢（脱H敷、大袈裟に言う人）、②オーラロシキ（同前、①よ

りも程度が大）、③オーバテ（大鉢）山上、誇大家〕、④パ了ラ丁ンチ（何にでも使

える道Jtであることから、HLゃぼりにたとえた、青年層以下が使う）〔出しゃばり〕

C，事物の状態………①シTTガ　テゥ（川面が合う、仕事がきちんとしている）〔仕

事を丁寧にする人〕、②シフ‾テガ　アラン（川面が合わをい）〔仕事が推な人〕③ヨT

ガ　アマイ（瑳りが甘い、網にとりつけた綱の繕りが甘いと漁をするとき全く役に

二立たないところから、何の役にも立たない馬鹿者にたとえた）、④ヨT（同前）〔以上、

馬鹿者〕

D．社会・文化（7語）

こ1．社会……・‥①石ヶンガ　ヒ盲イ（世間が広い）、②㌻丁ヶンガ　ヒ盲イ（同前）〔Ⅲ

．1二、見識の広い人〕、③石ヶンガ　七六一（世間が狭い）、④㌻言ヶンガ　セ六一（同

前）〔以上、出目知らず〕、⑤首ヶンオ　七五（世間をする、見識を広める）〔見識の

広い人〕、⑥㌻言‾＝ヤクー　セル（世話役をする）神話ずきな人〕

b．文化‥‥…‥①デ丁苫二（電報、他人の噂話をよくする人）〔評判言い〕

E，神仏（3語）

a．1仏………のジ‾F＝（地蔵）、②ジドーサマ（地蔵様）〔I⊥上、何があっても感情を顔

に出さない人〕、③ホトケサマ（仏様）〔人柄の良い人〕

F．食（2語）

a．串脚ト……①吉マシ（裸麦を米に混ぜて炊くとき楳妻がぶつぶつ昔をたてて煮え

るので、ぶつぶつ不平ばかり∴う人にたとえた）〔不平言い〕、②貢ガ”貢ギチョル

（酢が過ぎている、人並み日工に何でも出来る）〔仕事を手際よくやる人〕

Hl二が、小枝概念の細分化と語彙最の多さを基準として帰納した野鳥方言の性向語彙に

むける比喩の意味的カテゴリーの体系である。と同時に、これは、性向に即して言うなら

ば、たとえる対象への想像的認知のカテゴリーの体系を示すものに外ならない。

さて、旦！予．（．1方言の性l鉦語彙にわける比喩の意味的カテゴリーの特徴は、どのような．由二

認められるのであろうか。このことを川lらかにするために、まず、鳥1附㌫品肯郡気㍍町姫
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路方言の魚名語彙に認められる比喩の意味的カテゴリーと比較してみることにする0

野良方言の性向語彙

意味的 カテ ゴ リー 語数 ％

人　　　　　　 間 5 4 5 3 ．0

自　　　　　　 然 1 9 1 9 ．0

事　　　　　　 物 1 6 1 6 ．0

社　 会 ・ 文　 化 7 7 ．0

神　　　　　　 仏 3 3 ．0

食 2 2 ．0

姫路方言‡の魚名語彙

意峠 的 カテ ゴ リー 語 数 ％

rl　　　　　 然 1 2 6 0 ．0

事　　　　　　 物 4 2 0 ．0

人　　　　　　 間 2 1 0 ．0

衣 2 1 0 ．0

両者の差タは、一見して明らかである。一般に、方㌫比喩にわいては、いわゆる振人喩

は意外に振るわず、むしろ逆に、人事を‖然物や五然現象にたとえる抱汀1然喩とでtJ言‡え

るものが目立つ。しかし、野鳥方言の性向吉相にわける比喩にあっては、人間に関するも

のが53．0％を占めるのに対して、「1然に関するものは19・0％にとどまる0　しかも、人間に

関する意味的カテゴリーが最も細分化しており、語彙星、体系の両面にわいて、擬人喩の

方向への著しい即日が認められるのである。この一往実は、筆者の経験によると・ひと年野

島方言に瞑られることではない。ここに、方言性向言睦における比喩の一つの特徴甘柿】が

存するとしてよかろう。この点で、姫路方六の魚名語彙の場合とは、まさに対…勺であるく一

特定地域社会の生活語彙においては、比喩は決してあらゆる対象に向かってひとしなみに

間かれているわけではない。比喩もまた、各意味分野の意味的特性を了紺にしているので

ある。

これに間通して注目されることは、「1然の意味的カテゴリーに屈する動物の脚刷とにお

いて、海の動物の語数が睦の卯勿の語数よりも多くなっているというi】り：である0これは、

すでに前節でも触れたように、嬰蛸集落の生業の特性が、想像的認知に対して射二ほどか

射りを及ぼしていることの現れ、と附す－ることができるであろう。これに開通して、事物

の意味的カテゴリーのb．道八の中に、「オー′け」という比喩が見出されるのも・漁業社

会にわける食生活を反映するものと解することができようn

注目される第三の点は、すべての丈即末的カテゴリーにわいて、接甜ト抑己辞をとる比

喩が栄えているという事実である。方言性向語射二は、そのよう引J的の人であることを

明示したり、性向の程度性を強調するために、㌻伎駐路頭辞や接圧辞をとる多くの派生語

の存在が認められるのである。醐ル二言の十′的語彙には、29紺の接圧辞と11輔の接頭

辞が認められるが、比喩には、そのうち、「モノ・モン・ヤ・テ・キチ・サク．タロ‾’

ヵ．ジン．シ・バグ・サン・イー」の13輔の接協辛と「アカ・ヒチ・ウトー・オー」の

4楯の接頭辞が見出される。そして、これらの接は甘ト接頭辞をとる派生語の総数は28

譜となる。この事実も、性向語狛二わける比喩の一つの特徴傾向と見なすことができるC，

注月される第四の点は、製品，の意味的カテゴリーに「パイプレンチ」「キカイ」「ヒコー

キ」「テレビ」などの若年層しか使用しか＼比喩が認められるという机三であるnこれらは、
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当該方言の性向語彙におけるnew metaPhorであり、たとえの対象の非口相性、外米語

の使用などの点で、その他の比喩に対して、際立った特異性を示すものである。新しい胎

動を思わせるこの相の比喩が、今後、地域社会にわける性向語彙の中で、どのような動向

を示すかに興味が持たれる。．

第JL点として、人間の意味的カテゴリーに属する「動作・行為」「態度」「相神・！・慈覚

・知識」の意味枠に、身体語による比喩r研呈－t用もコが多用（13語）されている事実が注目

されるが、性向を身体比喩を用いて具象的なイメージを喚起する技法は、共通語の世抑こ

おいてむ盛んである。

B．袖合法

次に、袖合法について見てみる。野鳥方言の性向語彙における比喩発想の造語には、複

合名詞に阻定しても、11輔の語調形成のパタンが認められるが、語数の多さから、〔1〕

「名詞＋名詞」（16語）、〔2〕「名詞＋ノ＋名詞」（7語）、〔3〕「多詞＋動詭連用形」（6言吾）

の三つが、基本的なパタンと見なされる。この三つのパタンで、全体の72．5％を占めるの

である。以下には、この三つのパタンのおのおのに所脱する比喩を示し、m略受検討を加

えることにする。

〔1〕「名詞＋名詞」（40．0％）

①ロすグチ（掛二り〔油断のならない人〕、②り三ずチ（仏堂・掴投の前面の軒につるさ

れた大きな鈴の下に広い裂け目があるところから、日が達者で必要以上によくしゃべる

人にたとえた）、③り言ずナ（…抒）山上、Hの達者な人〕、④ホイト京－ズ（食べ物に

卑しい人）〔食いしん坊〕、⑤ヒルアン下丁（田子灯、ぼんやりして気のきかない人）〔気

のきかか、人〕、⑥マタグラ了二ャク（股くら膏薬、気分によってあちらについたりこち

らについたりする人）、⑦マタグララ二ャク（同前）〔どちらへでもつく人〕、⑧キ首了三

ンゲン（機械人間）〔働き者〕、⑨ェンコースダ〔江で～家〕、⑲TT二ャク（世話役）〔世

．活すきな人〕、⑪カンシャクダマ（廟府玉）〔怒り′ノぽい人〕、⑫ホ一丁二キョク（放送局）

招判言い〕、⑬丁ビタカ（鳶鵬、人を騙したり人の物をかすめ取ったりする人）、⑭丁ビ

カラス（鳶鳥、同前）〔油断のならない人〕、⑮ヤ言ヵヮ（ll川1、人が山と言えば川と‡一言

うようなひねくれ者）〔ひねくれ者〕、⑮ネッテラ（熱鉄、人一倍仕一事工1丁ち込む人）〔必

要以上に仕事に精を出す人〕

①②③④⑧⑨にわいては、前部形態素と後部形態素との問に比喩の「の」が予想され、

跡㌫的である。また、⑤⑥⑦にも「の」助詞が予想されるが、これらは単純な連体格の助詞

であって、全体、脚釦勺である。一一一万、⑬⑲⑮にわいては、「と」助詞が予想されるが、⑬

⑲が同様の屈性を持つ．〔ゝを捌けることによ一Jて、強震的比喩となっているのに対して、

⑮は「山」と「川」とが対立する間係にあり、「と」の機能が累をる。

〔2〕「名詞＋ノ＋名詞」（17．5％）

①ノットクノトーゴロイワシ〔怠け者〕、②ず了チョーノキ盲、③ノ ミノキンタマ（蚤の

金］三）、④ノミノキモ（蚤の肝）〔以上、小心者〕、⑤言コノメ（猫の日、くるっと気分の

変わる人）〔むら気な人〕、⑥バスケノイヌ（見かけは強そうな人）〔気の掛、人〕、⑦ホ

ツコクノカミナリ（北回の；昔は北で鳴るので着たなりにたとえた）〔着たきり雀〕

これらは、語詞形成が鱒蘭：平明で、比喩発想の動きがそのままことばになったという趣
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のものである。②③④は、「小心者」を小さを魚や蚤の肝に見立てていて、極端な縮小化に

ょる比喩の誇張（強意的比喩）が認められる。ここに、おかしみや冊菩さが感得される0

〔3〕「名詞＋動詞連用形」（15．0％）

①ヒダリマキ（左巻き）〔馬鹿者〕、②フンドシ万ッギ（附rぼ、わ胴辛を言って人の機

嫌をとる人）〔お世辞言い〕、③ヒ言下‾ミ‾（日和見）〔むら気な人〕、④カタシオナキ〔泣

き虫〕、⑤カンショーヤミ（勘性病み、必要以上にきれいずきな人）〔きれいずきな人〕、

⑥コーシヤクガタリ （講釈語り）〔理屈っぽい人〕

このパタンは、複合名詞であっても、後部形態素が意味上、微妙な動きを残している′－・与

で、外部に紺体的な動きとして現れる性向を比喩化するのに利便であったと思われる0

当該方言の性向語彙における比喩のうち、袖合名詞の造語パタンとしては、以Lのもの

が中心を成すが、これは、比喩に特徴的なことではなく、そもそも性向言相にわいて・こ

れらが基本的なパタンとなっているのである。

以上、野山方言の性向語彙に認められる比喩を、意味と語調形成の戸Ilj面から分析するこ

とによって、比喩の構造とその特徴傾向を町Jらかにすることができた。しかし、H該方∴

の性向語彙における比喩の構造を解明するためには、比喩の意味言瀞1形成の分析とは別

に、性向語彙そのものの構造の榊Ilとの関係に柄、て、比喩の射t方を見てみる必要があ

るであろう。

四　野島方言における性向語彙の構造の枠組と比喩

野鳥方言の性向語彙の構造は、他の方言と同相に、意味と評価の二つの榊11みの交差に

ょって形成されている。意味脚は四つの附由二弁別され、最下似二一々の増白句を表す相7王

に最も緊密む類義関係を形成する75の意味項目が認められる0また、評価佃まプラス評

価とマイナス評価とに二分され、プラス評僻7漠が133語、マイナス評価語彙が523

語認められる。以下、意味枠、評肺枠の順に、比喩の卿1プ1を見ていくことにする0

1．意味枠と比喩

まず、最」二位にわいて弁別される意味枠と比喩の語数ならびに各意味枠の与’・さ語数に対す

る割合との関係を見てみると、次のようになるo

A．動作・行ズ与の撞態に重たを択くもの………62語（27・1％）

B∴言語活動の様態に重一点を措くもの………・‥31語（30・0％）

C．精神の在り方に重点を置くもの………＝…・33語（24・2％）

Bの比率が最も高く、Cの比率が最も低くなっているのは、Bが最も具体戯伯行為とし

て顕花化する性向であるのに対して、Cが内耐一勺でしかも総体的に捉えられる性向だから

だと解される。しかし、両者の問に、わずか5・8％の差しか認められ射1ので、最上位の

意味脚二おいては、比喩発想の山間に特別の偏りは見られか、と了言ってよかろう0

一方、㍍下位に伎帯づけられる意味∫貞目について見てみると、比喩が全く認められない

項目が15項口存する。それを、個々の意味項［げ1・貢する最上位の意味佃二即して示すと、

次のようである。なお、意味項目の後の（）内の数は異語数を表すo

A．動作ト行わの桟態に重点を択くもの（意味項目数………49）

a．辛抱強い人（4）　　　　　　「．わがままな人（7）

－（1（カー



b．放鴻者（11）

C．せっかち（5）

〔1．遠慮がちな人（3）

g．向こう見ずな人（5）

h．愛想の良い人（4）

l．倹約家（5）

C．お転婆（2）

B．言語活動の様態に重点を吊くもの（意叫こ項目数………11）

l　無口な人（3）　　　　　　　　　　k．皮肉h呈（3）

C．精神の11三り方に重．1∴tを閃くもの（意叫項‾1数………15）

1．陰気な人（2）　　　　　　　　　　n．しつこい人（5）

nl．陽気な人（3）　　　　　　　　　　0．図々しい人（2）

A、B、Cのそれぞれについて、比Il晶の認められない意味項口の比率を求めると、A

（18．4％）、B（18．2％）、C（26．7％）となり、Cの比率が最も高くなっている。この結果

は、先に見た比喩の語数の場合とほぼ同様の結果を、示すものである。したがって、意味

枠と比喩との関係については、その性向が感覚的に捉え得るある具体的な特徴をもって踊

在化しない場合には、いくぶん比喩発想が生起しにくい傾向が存すると言うことができる

であろう。この傾向を最も露和二示すのが、Aの「遠慮がちな人」「倹約家」、Bの「無口

な人」の意味項目に比喩が認められないという事実である。

2．評価枠と比喩

まず、当該方言の・性向語彙にむけ

るプラス評価譜もトマイナス評価語

彙の割合と両者に認められる比喩の

割合とを対比する形で示すと、イ丁の

表のようになる。

プ ラ ス評 価 語 彙 マ イ ナ ス評 価 語 彙

語　 数 比　　 率 語・数 比　　 率

全 語 彙 1 3 3 2 0 ．3 5 2 3 7 9 ．7

比　 喩 4 4 2 7 ．2 1 1 8 7 2 ．8

この表から、マイナス評価を表す語彙に多くの比喩が栄えており、しかもその比率は、

マイナス評価を表す全語彙の比率にきわめて近いことが大日られる。比喩発想は、頂上即勺に

は，刑曲によって規制されることはないと考えられるが、斗該方言の性向語彙にわいては、

他の多くの方話の場合と同f新二、比喩発想がマイナス評判のプノ向へ大きく傾斜しているの

である。このことから、方言汁l三向語彙における比暇発想は、性向語彙全体に認められる

「nの瞭サ田　と緊密は相関間係を示すものであることがiI酎膵されるのである。当該方言に

わける性向語彙の比喩に認められる、この「f′との発想1Lrを向」とも呼ぶべき事実は、比喩と

いう想像的認知にわいても、さli．言亥社会が是とする行動規範から逸脱する性向に対して、つ

ねに強い関心が向けられてきたことを正味するものに外ならないであろう。

しかし、この　日′lの発想傾向」は、すべての意味的カテゴリーにひとしなみに認められ

るわけではない。ちなみに、「人間」のカテゴ

リーと「rl然」のカテゴリーとを比校すると、

右に示すような著しい才：タ与が見出されるので

ある。

プ ラ ス 評 価 マ イナ ス評 価

人　　 間 1 8 語 3　 5 語

「1　 然 0 1 1 9 語

この一表から、人間の性向を、「人間」のカテゴリーに写像する場合と「rl然」のカテゴ

リーに二題メ像する場合とでは、明らかに価値二意識のf‖遠の存したことがPP解されるのであ

る。

一（11）－



お　わ　り　に

以上、野鳥方言にわける性向語彙の比喩の生成と構造に関して、基本的な視点からの分

析、考察を行った。その結果、性向語彙における比喩は、基本的には、性向語彙という意

味分野の意味的特性によって規制され、評価軸と緊密泊相憫性を示すものであることが明

らかとなった。過度の一般化は慎まく目すればならないが、これによって、方言比喩の生成

と構造は各意味分野の特性虻背景とする、という仮説を提示することは許されるであろう。

また、当該方言の性向語彙における比喩の分析を通して、性向語彙の生わ封こ関わる社会的

要因を解明でき、性向語彙が他のどのような意味的カテゴリーと関連するかという間題も

明らかにすることができた。このような問題の解桝は、おそらく、意l味分析や形態分析の

方法によっては不可能であろう。

このことは、今後、社会心理の所産である方言習三向語彙の構造分析を通して、地域社会

における集団的な行動規範や対人評価のネットワークをより具体的に解明していくために、

比喩が重要な視点となることを示唆するものである。また、性向語彙の意味子甘相性と比喩

による認知能力ならびに表現との問には、かなり緊密を有1閏関係の存することが明らかに

なったので、今後の方言比喩の研究においては、意味分野ごとの異同を多裾】勺を批点から

分析、検討していくことが重要な課題とされるであろう。

（1991・12・10　改稿）
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